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木育の推進とウッドスタート宣言について 

１ 木育の推進について 

森林のまちであることを市内外に PR するとともに、市民と森林との関わりを深めることで、

郷土愛の醸成、宍粟市らしさを活かした子育て・教育環境づくり、森林の利用促進など市の重要

な地域資源である森林を生かし、森林から創まる地域創生につながる取組として、木育を推進し

ています。 

木育とは・・・ 

木の良さや文化、利用することの意義、森林がもつ役割や環境のことなど木や森林について、

知る・学ぶ・体験するなど関わりを深めていくことですが、その捉え方は地域により様々です。 

 

２-１ これまでの取組 

 木育の推進を全国的に展開している NPO 法人芸術と遊び創造協会（以下「おもちゃ美術館」

という。）と連携し、おもちゃ美術館が提唱する木育の行動プログラム「「ウッドスタート」事業に

平成 30年度より取り組むこととしました。 

 具体的には、宍粟市産の木材で製作した誕生祝い品を子どもの出生にあわせてお贈りする事業

と子どもとその親世代が木と触れ合える木育キャラバンを実施し、市の木育推進をPR。 

 ウッドスタート事業・・・ 

  誕生祝い品に加えて、木育推進につながる事業を実施することでウッドスタート宣言を行うこ

とができ、木育を推進する自治体としてPRにつながります。兵庫県内では初めての取組。 

  ＜木育推進につながる事業＞ 

   木育インストラクターの養成、木育円卓会議、子育てサロン木育化、木育キャラバン、 

おもちゃ美術館の姉妹館のうち 1つの事業 

 

２-２ 平成 30年度の具体的な取組（詳細） 

〇誕生祝い品事業「しそうの箱庭」 

 H31.1 以降の出生届出者に 100％宍粟市産の

木材で製作した木のおもちゃを贈呈 

 ※これまでのタオルは中止 

【デザイン】若林孝典（おもちゃ美術館委託） 

【製「作「者】ワークプラザすぎのき「（優先調達） 

【価  格】5,000 円（税抜き） 

【写  真】 

 

〇木育キャラバン・ウッドスタート宣言式典 

 H31.3.23-24 にかけて、全国から集めた木の

おもちゃで自由に遊べるイベントを開催。誕生

祝い品の贈呈とあわせウッドスタート宣言！ 

【場  所】イオン山崎店 2F催事場ほか 

【参「加「者】延べ約 1,000 人 

      当日の誕生祝い品贈呈 8組 

【写  真】 
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３-１ 今後の取組の方向性について 

おもちゃ美術館では、木育の推進を「木が好きな人を育てる活動」とし、次の目的をめざして

取組が進められています。 

環境を守る「木育」 
森林環境を大切にしながら、木材が伐られていること、木を使うこ

とと環境を守ることがつながっていることを理解していく 

木の文化を 

伝える「木育」 

木に触れ、木でものをつくることを通して、木と向きあうための技

術や木の文化を伝えていく 

暮らしに木を 

取り入れる「木育」 

木のもつ心地よさを五感で感じ、暮らしに木を取り入れていくこと

で、森林大国として木の自給自足していく 

経済を活性化 

させる「木育」 

地元の木をもっと使っていくことで、森林「・林業「・林産業を元気に

させ、山村・里山を中心として地域経済を活性化していく 

子どもの心を 

豊かにする「木育」 

子どもの育つ環境に木を取り入れることで、木の良さを知り、感性

豊かな子どもの心と体の成長を促していく 

 

ウッドスタート宣言を行った自治体として、また、「森とともにいきるまち」として、上記の

目的は宍粟市がめざすところと一致しています。 

ウッドスタート事業に取り組みながら、別紙のイメージを基に既存事業や宍粟市オリジナル

の取組を展開し、継続的な取組により市民等の木や森林との関わりを深めていくことで、森林

から創まる地域創生の実現に寄与していきます。 

 

３-2 今年度の具体的な取組 

＜継続事業＞ 

①誕生祝い品「しそうの箱庭」贈呈事業 【社会福祉課：予算額 1,744 千円】 

  ウッドスタート宣言自治体として事業を継続していきます。 

 

②木育キャラバン実施事業 【地域創生課：予算額 1,404 千円】 

  木育推進をPRするとともに、子どもたちが木のおもちゃに触れる機会を創出していきます。 

 

 

＜新規事業＞ 

③木育関係の講演会 【地域創生課：予算額 80 千円】 

  市民・企業を対象にとした木育講演会を開催します。 

 

④木育等に関連した新聞の発行 【地域創生課：予算額 100 千円】 

  県立森林大学校と連携し、木育・森林について新聞形式でまとめ、市内へ配布します。 
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⑤木育インストラクター養成講座 【こども未来課：予算額 3,218 千円】 

  市内の幼・保・子ども園の職員を対象とした木育プログラムづくりを学ぶ講座を開催すると

ともに各施設で木育プログラムを実践するために必要な木製玩具等の備品を購入します。 

 

⑥木育・森林環境学習事業 【学校教育課：予算額 4,000 千円】 

  学校教育での生き活きプロジェクト補助事業として、木育を取り入れた森林環境学習事業を

実施する学校へ補助金を交付します。 

 

⑦子育て環境への木製玩具導入事業 【一宮保健福祉課：予算額 3,000 千円※補正予算含む】 

  建設中の「（仮称）一宮市民協働センターに設置する遊戯室を木育空間化するとともに、木製

のおもちゃを充実させ、子どもとその親世代が木と触れあう場所をつくります。 

 

その他、市広報誌等により、木育に関する周知・PRを行っていく予定です。 

 

＜研究事業＞ 

⑧公的スペース等の木育空間化事業 

  官民共同で木と触れあえる木育の拠点づくりに向けて研究を進めます。 

 ※①～⑤、⑦は国の地方創生推進交付金活用事業（令和元年度～令和３年度まで） 

 ※①のうち、木のおもちゃの製作費は個人給付に該当するため、ひょうご地域創生交付金を活用 

 ※⑧は令和 2・３年度に国の地方創生推進交付金の対象としても検討している事業 

 ※⑥は森林環境譲与税を活用 

 

４ 以降の取組に向けて 

これまでも木材・木製品の利用促進や森林との関わりによる事業を展開してきたところですが、

宍粟市における「「木育」はまだ始まったばかりです。これから、市民や地域、企業が木や森林との

関わりを深め、社会に木育が根付いていく中で、多様な主体による取組がさらに広がっていくこと

をめざし、次の取組を進めていきます。 

①木育の積極的な発信 

 「「木育」は比較的新しい言葉で馴染みがないため、市広報やホームページ、会議やイベント等

を通じて木育の考え方や取組、情報を市民等の目にふれるように発信していきます。 

また、これまで実施してきた市の事業を木育と関連付け、実施方法などを工夫していきます。 

 例）リーフレットを作成し、庁内外の会議で周知 

木や森林について学ぶ市民向けの講座や講演会の開催 

木を活用した子ども向け体験イベントの開催 

木育のキャッチコピーや取組のアイデア募集 

木育を広報するための動画作成 

補助事業の対象範囲に木を使う事業展開への拡大や拡充 

※予算的・人員的に過度な負担とならないように注意 
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②世代や段階に応じた木とふれあう事業の展開 

 ウッドスタートの目標達成に向けて、市民が木とふれあう機会をつくっていくことで、関心を

高めていく必要があります。小さな子どもには木のおもちゃで遊ぶ機会を、学生には木工や木材

加工を通じた地域材とふれる機会を、大人には地域材を活用した日用品製作の機会や公共施設の

木質化により子どもと一緒に休める空間づくりなど、世代や関わりの段階に応じた木とふれあう

機会をつくっていきます。 

 例）「木育キャラバン」貸出用の木のおもちゃ（岐阜県高山市） 

   木育インストラクターによる保育園での「森のカスタネットづくり」（富山県氷見市） 

   「かんな屑フラワーアレンジメント」高校でのコサージュづくり（愛媛県西予市） 

   木のたまごづくりプロジェクト（山口県長門市） 

   こども木育広場「つながる～む」（福島県国見町） 

 

③「木育」推進体制の醸成 

 木を暮らしに取り入れ、木育が地域社会に根付いていくために、市民や地域、企業など民間へ

の取組の広がりが大事になります。木育を推進する企業や人材づくりを進めていくうえで、企業、

学校機関と連携した取組や、取組支援や情報共有などネットワークづくりにつながる体制を検討

します。 
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［木育の取組イメージ］ 

 
【木や森林とふれあい、関心を高める取組】 

《活動例》 

木のおもちゃで遊ぶ、木登り「（ツリークライミング）、木工教室、木材を使った工芸活動など 

《市の取組》 

誕生祝い品「（木製玩具）、木育キャラバン、幼保子ども園木製おもちゃ整備、自然学校、環境

体験事業、学校生き活きプロジェクト、しそう森の探検隊、森林セラピー、 

《他市等の取組事例（参考）》 

 木のおもちゃ貸出事業、木工クラフト展（教室）、森の幼稚園など 

【木や森林について知る・学ぶ取組】 

《活動例》 

森林・木材利用に関する調べ学習 

林業体験（職業体験） 

木育に関する講演会など 

《市の取組》 

 木育新聞の発行、木育に関する講演会の

開催木育インストラクター養成 

《他市等の取組事例（参考）》 

 森林・林業体験ツアー、林業体験学習 

植樹事業など 

  

  

【実際の行動につなげる取組】 

《活動例》 

地元の木を使った木製品等を購入 

地元材を使ったＤＩＹ 

森林に関わるボランティアなど 

《市の取組》 

 森林の家づくり応援、彩の森づくり補助 

ペレット・薪ストーブ購入補助 

《他市等の取組事例（参考）》 

 木製おもちゃ購入補助、ＤＩＹ講座など 
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